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特
集
一
渡
来
・
漂
流
・
渡
航
実
記

(
日
本
の
西
欧
世
界
の
体
験
)

イ
エ
ズ
ス
会
士
1

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ピ
エ
ル

血
諮
ら
れ
た
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
!
ム
、
嘉
女
狩
り
、
異
端
尋

問
、
宗
教
裁
判
、
キ
ソ
ス
ト
教
態
理
主
義
l
i
a
ザ
ピ
エ
ル
が
百

本
に
も
た
ら
そ
う
と
し
た
も
の
は
、
西
欧
近
代
が
必
死
に
な
っ

て
否
定
し
よ
う
と
し
た
お
ぞ
ま
し
く
恐
ま
わ
し
い
も
の
せ

あ
る
。

思
い
出
し
て
み
れ
ば
、
私
共
が
小
学
校
・
中
学
校
で
饗
っ
た

日
本
の
歴
史
の
教
科
替
に
は
、
ザ
ピ
エ
ル
の
来
日
、
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
と
い
う
項
目
が
必
ず
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
こ

れ
は
文
明
開
化
を
ス
口
I
a

・
-
ガ
ン
と
す
る
明
治
の
日
本
題
家
が
、

西
款
の
学
問
で
あ
る
「
世
界
史
」
を
取
り
入
れ
た
と
き
か
ち
姶

ま
っ
た
と
岡
山
わ
れ
る
。
西
欧
人
の
講
築
し
た
「
世
界
史
」
で

は
、
ザ
ピ
エ
ル
来
日
は
震
史
的
な
大
事
件
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
日
本
で
も
そ
れ
を
一
概
に
は
無
視
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、

日
本
史
上
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
と
し
て
教
科
書
に
載
せ
、

気
が
付
け
ば
今
日
っ
た
の
だ
ろ
う
。

安
野
良
幸

{
イ
ス
ラ
ム
教
と
キ
ワ
ス
ト
教
】

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
地
中
溝
を
内
潟
と
し
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教

世
界
を
圧
迫
し
た
時
代
を
イ
ス
ラ
ム
教
と
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史

の
第
一
幕
と
す
る
な
ら
、
十
字
軍
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の

拡
大
法
第
ニ
世
帯
で
あ
nJ、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ

ー
ピ
ル
に
対
す
る
連
続
自
嬢
攻
撃
に
象
徴
さ
れ
る
9
・
日
以
蜂

の
現
在
は
、
第
三
幕
の
始
ま
り
と
な
ろ
う
。
「
十
字
軍
」
を
叫

ぶ
プ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
イ
ラ
ク
民
主
化
の
継
続
は
、
「
文
明
の
衝

突
」
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
原
理
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主

義
と
の
不
毛
な
対
立
の
繰
り
返
し
と
し
て
し
ば
ら
く
は
推
移
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
世
界
貿
易
の
ル

l
ト
か
ら
関
め
出
さ
れ
、
内
陸
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
そ
こ
か
ら
の
脱
出
を
試
み

た
第
一
一
纂
の
担
い
手
た
ち
は
、
十
字
軍
を
担
っ
た
キ
リ
ス
ト
教

騎
士
自
で
あ
る
。
騎
士
階
級
の
人
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
の
借
仰
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を
守
る
め
に
、
地
域
そ
越
え
て
三
Ez--z

ロ
ッ
パ
規
模
で
結
合

し
、
キ
ヲ
ス
ト
教
騎
士
閏
を
形
成
し
、
盟
地
イ
ス
ラ
エ
ル
犯
は

十
字
箪
盟
家
を
、
パ
ル
ト
海
沿
岸
に
は
ド
イ
ツ
騎
士
自
領
を
作

り
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
世
界
の
拡
大
を
揺
っ
た
。
イ
ペ
リ
ア
半
島
に

お
付
る
「
再
征
服
運
動
〕
も
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
騎
士
自
に

よ
る
十
字
筆
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
家
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
蜂
を
溜
る

イ
ン
ド
航
路
の
発
克
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
新
大
躍
の
発
見

と
並
ん
で
「
地
理
上
の
発
見
」
と
い
わ
れ
、
第
二
幕
を
飾
る

華
々
し
い
出
来
事
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ス

ラ
ム
教
徒
た
ち
が
平
和
に
交
易
活
躍
を
し
て
い
た
イ
ン
ド
洋
や

そ
ル
ッ
カ
諸
島
(
詔
叡
諸
島
〉
に
軍
事
的
に
進
出
し
た
。
イ
ス

ラ
ム
教
徒
を
追
放
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
活
動
醤
の
拡
大
を
揺

っ
た
点
で
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
「
再
征
服
運
動
」
と

連
続
し
て
お
り
、
こ
の
筆
事
的
進
出
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
大
き
な

官
聞
を
も
た
ら
し
た
で
‘
あ
ろ
う
。

当
時
の
イ
ペ
リ
ア
半
島
で
は
、
間
関
教
捷
に
対
し
「
型
戦
」
が

行
わ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
追
放
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
国

土
の
再
征
服
の
み
な
ら
ず
、
普
か
ら
の
住
人
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ

i

の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
は
、
追
放
か
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
か

を
迫
り
、
新
た
に
キ
リ
ス
ト
教
誌
に
な
っ
た
人
々
討
マ
ラ

i
ノ

は
監
視
さ
れ
、
隠
れ
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
京

教
裁
判
に
か
げ
ら
れ
、
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

イエズス会士一一叩フランシス3 ・ザピエル

原
理
主
義
に
基
づ
く
「
聖
戦
」
は
、
内
に
向
か
っ
て
は
異
端
噂

関
、
魔
女
狩
り
、
魔
女
裁
判
等
々
、
近
代
西
歌
が
必
死
に
否
定

し
た
忌
ま
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
魔
女
狩
り
・
マ
ラ

i
ノ
狩
ち
註
イ
ン
ド
で
も
行
わ
れ
、

異
端
者
は
火
、
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
。
そ
れ
故
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
イ
ン

ド
洋
を
箪
撃
的
に
制
圧
す
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
ま
た
如
荷
に

キ
ラ
ス
ト
教
の
布
教
を
大
義
名
分
と
し
て
掲
げ
て
い
て
も
、
血

塗
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
イ
ン
ド

洋
世
界
で
、
既
に
イ
ス
ラ
ム
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
下
に
あ
っ

た
教
養
あ
る
都
市
住
民
た
ち
を
キ
ヲ
ス
ト
教
の
世
界
に
引
き
入

れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
イ
ン
ド
洋
霊
界

に
は
じ
め
て
参
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
は
イ
ペ
リ
ア
半
島
に

続
く
既
知
の
世
界
で
あ
っ
た
。

時
代
が
キ
リ
ス
ト
教
騎
士
団
か
ら
、
国
民
霞
家
へ
と
傾
斜

し
、
ル
タ
ー
や
カ
ル
ピ
ン
に
よ
る
ロ

l
マ
教
会
批
判
が
始
ま
る

噴
に
、
時
代
に
逆
ら
い
「
イ
エ
ス
の
軍
隊
」
を
標
携
し
て
形
成

さ
れ
た
修
道
会
が
イ
エ
ズ
ス
会
〈
コ
ン
パ
ニ
ア
・
ヂ
・
イ
エ
ズ

ス
)
で
あ
る
。
合
の
創
設
者
口
ヲ
ブ
も
ザ
ピ
エ
ル
も
イ
ベ
リ
ア

半
島
の
騎
士
稽
級
の
出
身
者
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
鎮
イ
ン
ド

へ
の
布
教
の
任
務
を
帯
び
た
ザ
ピ
エ
ル
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
い
る
、
い
わ
ば
「
既
知
の
東
洋
」
で
生
涯
を
終

え
た
会
ち
、
彼
は
「
東
洋
の
聖
人
」
に
も
、
歴
史
上
の
人
物
に

も
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
、
あ
ろ
う
。
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〔
未
知
の
東
洋
と
の
遭
遇
〕

こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ム
教
が
普
及
せ
ず
、
キ
ワ
ス
ト
教
徒
た
ち

に
と
っ
て
も
「
未
知
の
東
洋
〕
で
あ
っ
た
極
東
の
日
本
に
や
っ

て
来
て
、
教
養
み
る
日
本
人
が
白
、
王
的
に
道
理
記
詫
い
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
を
自
の
当
た
ち
に
し
て
、
「
理
性
に
碁

づ
く
宗
教
〕
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
普
遍
性
を
確
認
で
き
た
こ

と
が
、
ザ
ピ
エ
ル
を
控
史
上
の
人
物
と
し
た
。
日
本
布
教
の
成

功
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
普
選
性
は
事
実
と
し
て
証
明
さ
れ
た

わ
げ
で
あ
る
。
こ
こ
に
ヨ

i
口
ツ
バ
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ

て
、
芭
本
布
教
の
持
つ
霊
界
史
的
な
意
識
が
あ
る
。
こ
う
し
て

ザ
ピ
エ
ル
泣
東
洋
布
教
の
盟
人
と
な
っ
た
。

ザ
ピ
エ
ル
の
広
め
た
キ
リ
ス
ト
教
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

は
、
ス
コ
ラ
哲
学
と
一
体
化
し
た
も
の
で
、
世
界
創
造
祷
の
観

念
を
背
禁
に
し
て
、
自
然
界
に
対
す
る
合
理
的
な
説
明
が
神
の

存
在
証
明
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
に
は
「
合
理
的
な
宗

教
」
と
信
乙
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
理
屈
に
「
既
知
の
東
洋
」

に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
や
を
引
き
つ
げ
ら
れ

る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
元
々
創
造
神
の
観
念
が
な
く
、

「
革
木
盟
土
悉
皆
或
仏
」
を
い
う
日
本
で
は
、
デ
ウ
ス
の
観
念

は
「
仏
心
」
の
新
た
な
説
明
と
し
て
、
当
時
の
教
義
、
あ
る
日
本

の
人
々
の
心
を
強
く
引
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

本
来
「
或
仏
」
と
は
「
悟
り
を
開
く
こ
と
」
で
、
か
な
り
'
高

震
な
知
的
活
動
だ
か
ら
、
全
て
の
人
に
は
到
達
臨
難
な
も
の
な

の
だ
が
、
日
本
の
天
台
本
覚
思
想
で
は
「
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
」
を
い
い
、
「
省
欝
・
非
構
の
区
別
無
く
、
す
べ
て
の
も
の

は
皆
成
仏
す
る
」
と
し
た
。
「
草
木
」
と
い
う
植
物
や
「
国
士
一

と
い
う
無
生
物
を
仏
教
で
は
「
非
情
」
と
呼
び
、
輪
組
の
輸
の

中
に
あ
る
人
や
動
物
か
ち
な
る
「
脊
憎
」
と
一
区
民
す
る
が
、

「
草
木
土
砂
」
を
引
き
金
い
に
出
し
、
「
草
木
土
砂
」
で
も
成
仏

す
る
の
だ
か
ら
「
女
人
成
仏
」
「
悪
人
成
仏
」
は
間
違
い
な
い

と
い
う
論
理
展
開
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
議
論
は
現
代
の
日
本
人
の
一
穀
的
な
平
等
意
識
、
死
ね

ば
普
同
じ
で
、
成
仏
す
る
の
だ
と
い
う
考
え
の
基
に
な
っ
て
お

り
、
近
世
初
頭
の
帯
諸
制
度
を
支
え
る
思
想
的
な
背
景
に
も
な

っ
た
。
キ
ラ
ス
ト
教
や
ス
コ
ラ
哲
学
の
世
界
で
は
、
生
物
と

無
生
物
と
を
分
け
た
設
で
、
生
物
を
さ
ら
に
魂
の
あ
る
動
物
と

な
い
種
物
に
分
け
、
人
間
を
理
性
を
持
つ
と
し
て
さ
ち
に
動
物

か
ら
区
別
し
て
い
た
。
ま
た
機
械
論
的
な
自
然
観
が
生
ま
れ
、

無
生
物
の
世
界
に
も
神
の
理
性
は
及
ん
で
い
る
と
な
る
と
、
本

覚
思
想
と
ザ
ピ
エ
ル
た
ち
の
述
べ
る
自
然
現
象
の
説
明
と
の
開

に
は
共
接
関
係
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
「
日
本
人
は
道
理
記
従
う
民
族
だ
」
「
日
本
人
は
理

性
的
だ
」
と
い
う
ザ
ピ
エ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
宣
教
蔀
側
の
日

本
評
備
が
生
ま
れ
、
日
本
布
教
は
進
援
し
た
0

・
当
時
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
ル
タ
ー
や
カ
ル
ピ
ン
ら
に
よ
っ
て
新
教
徒
が
生
ま

れ
、
口
!
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
誌
勢
力
を
失
っ
て
い
た
。
そ
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の
よ
う
な
中
に
日
本
布
教
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
る
と
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
蘇
り
、
勢
力
を
挽
自
し
た
。
南
ド
イ
ツ
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
か
け
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
ル
タ
l
涼
か
ら
奪

い
返
し
た
領
域
で
あ
る
。
日
本
布
教
の
成
功
は
西
歌
キ
リ
ス
ト

教
室
界
に
皮
作
男
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

今
の
私
共
日
本
人
は
、
自
分
遣
は
無
神
論
者
か
多
神
教
徒
だ

と
の
自
覚
か
ら
、
「
ア
ラ
ー
は
韓
大
な
り
」
を
叫
ぶ
一
神
教
の

原
理
主
義
者
た
ち
の
心
は
理
解
出
来
な
い
と
患
っ
て
い
る
。
し

か
し
当
時
の
日
本
人
は
近
世
以
降
現
代
に
査
る
現
在
主
義
的
な

「
浮
世
」
観
で
は
な
く
、
来
世
主
義
的
で
あ
り
、
地
裁
・
撞
楽
、

死
後
の
世
界
で
の
魂
の
救
務
な
ど
の
観
念
に
強
く
縛
ら
れ
て
い

た
。
中
で
も
当
時
の
仏
教
の
教
え
は
、
ラ
ピ
・
宗
教
法
学
者
と

い
う
宗
教
指
導
者
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
よ
り
も
、

出
家
制
度
・
修
道
院
制
度
を
共
有
し
て
い
る
点
で
、
当
時
の
ロ

ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
在
り
方
に
近
か
っ
た
。

そ
れ
故
日
本
に
渡
来
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
、
新
し
く

イ
ン
ド
か
ら
来
た
仏
教
借
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
し
、
イ
エ

ズ
ス
会
士
た
ち
も
ま
た
禅
宗
の
鵠
倍
に
敬
っ
て
、
清
貧
主
義
を

棄
て
、
絹
の
衣
を
着
て
日
本
社
会
に
と
け
込
も
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

イエズス会士一一時フランシスコ・ザピヱル

門
普
遍
主
義
か
原
理
主
義
か
〕

イ
ン
ド
洋
世
界
ζ

お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
に

対
す
る
「
聖
戦
」
を
襟
梯
し
な
が
ち
、
教
護
あ
る
都
市
の
住
人

た
ち
か
ら
は
相
手
に
さ
れ
ず
、
都
市
の
住
民
以
外
の
人
々
を
対

象
に
細
々
と
布
教
活
動
を
続
け
る
よ
り
他
に
な
か
っ
た
が
、
日

本
布
教
の
場
合
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
日
本
布
教
の
成
功

に
は
高
欧
の
合
理
主
義
が
ク
口
3
1

・
・
・
・
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
キ
ヲ
ス
ト

教
が
合
理
的
宗
教
で
る
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
ロ
!
?
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
普
遍
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。
日
本
布
教
の
表

贈
、
現
象
簡
に
お
い
て
は
「
日
本
人
は
道
理
に
従
う
民
旗
だ
」

「
日
本
人
は
理
性
的
だ
」
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
後
日
本
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
宣
教
師
た
ち
の
受

付
入
れ
を
拒
苔
し
、
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
終
幕
は
殉
教
と
む

ご
た
ら
し
い
弾
庄
に
な
っ
て
行
く
の
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
司

本
布
教
成
功
の
エ
ぜ
ソ
ー
ド
は
世
界
史
的
な
出
来
事
帽
と
し
て
、

そ
の
後
長
く
特
権
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
受
容

と
拒
否
・
排
斥
と
い
う
歴
史
の
全
体
像
記
対
し
て
、
震
史
の
後

半
部
分
は
無
視
さ
れ
、
日
本
布
教
の
或
功
は
西
欧
の
全
世
界
に

対
す
る
優
位
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
後
の
帝
問
主
義

列
強
の
世
界
の
植
民
地
化
、
世
界
分
割
を
も
正
当
化
す
る
イ
ヂ

オ
口
ギ
ー
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

戦
争
中
の
い
わ
ば
「
日
本
原
理
主
義
」
の
横
溢
す
る
患
詰
ま

る
雰
囲
気
の
中
で
、
時
局
に
抵
抗
し
な
が
ら
書
き
続
け
、
戦
後

一
援
ベ
ス
ト
セ
ラ

i
と
な
っ
た
和
辻
哲
蕗
の
吋
鎖
国
』
は
お
い

で
も
、
西
欧
合
理
主
義
と
の
関
連
か
ら
、
西
欧
と
の
接
触
を
断
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ち
、
鎖
掴
を
し
た
の
は
「
日
本
の
悲
劇
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
議

論
は
独
善
的
な
「
日
本
京
理
主
義
」
に
対
す
る
批
判
と
い
う
側

閣
で
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
が
、
西
欧
近
代
合
理
主
識
と
中

世
の
ス
ヲ
ブ
の
合
理
主
義
と
の
区
加
を
し
て
い
な
い
と
い
う
欠

点
が
あ
り
、
時
欧
人
め
持
つ
法
統
的
な
世
界
史
を
、
無
批
判
的

に
追
随
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
明
治
以
降
の
文
明
開
化
の
観
点
か
ら
、
日
本
布
教
で
は

近
代
的
な
学
較
制
度
の
は
し
ち
で
あ
る
コ
レ
ジ
ヨ
や
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
、
ノ
ピ
シ
ア
ド
な
ど
を
導
入
し
た
こ
と
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

同
じ
教
養
教
育
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
注
巨
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
ザ
ピ
エ
ル
が
日
本
に
も
た
ら
そ
う
と
し
た
も
の

は
、
輝
か
し
い
近
代
西
欧
社
会
の
裏
傑
に
あ
る
、
忌
ま
わ
し
く

お
ぞ
ま
し
い
キ
リ
ス
ト
教
東
理
主
義
で
あ
り
、
血
塗
ら
れ
た
ア

ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
。
ザ
ピ
エ
ん
を
初
め
と
す
る
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
の
龍
格
が
明
る
く
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
で
い
。

キ
リ
ス

み
jm

ら

、

イ

エ

ズ

ち

を
繍
り
、
日
本
キ
ヲ
シ
タ
ン
史
の
終
幕
は
殉
教
と

の
歴
史
に
な
っ
て
行
く
が
、
こ
こ
に
は
異
端
噂
問
・
宗
教

裁
判
の
暗
黒
面
が
逆
転
し
て
実
現
さ
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
蓄
え

て
い
た
魔
女
狩
り
*
マ
ラ

1
ノ
狩
ち
の
知
識
が
イ
エ
ズ
ス
会
自

身
に
向
か
っ
て
遺
憾
な
く
発
捧
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
を
良
く
一
一
一
一
向

う
こ
と
は
現
在
で
も
タ
ブ
ー
か
も
知
れ
な
い
が
、
敢
え
て
い
う

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
、
徳
川
幕
府
は
イ
エ
ズ

し
た
こ
と
で
語
欧
近
代
社
会
と
阿
賀
な
現
世
主
義
的
な
明
る
い

社
会
を
日
本
ζ
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
新
た
に
改
宗
し
て
新
キ
リ
ス
ト
教
捷
と
な

っ
た
人
で
、
成
功
し
た
貿
易
家
で
ザ
ピ
エ
ル
の
鶴
き
を
克
て
惑

設
し
て
日
本
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
人
に
ダ
ル
メ
イ
ダ
が

い
る
。
設
は
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
財
政
上
の
基
礎
を
築
き
、
ザ

ピ
エ
ル
後
の
日
本
布
教
長
と
し
て
活
躍
し
た
ト
ル
レ
ス
の
下
で

大
活
躍
し
、
日
本
冨
中
を
琉
行
し
て
廻
り
、
西
欧
医
学
を
日
本

に
は
じ
め
て
も
た
ら
し
た
入
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら

ず
、
後
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
規
則
が
マ
ラ

l
ノ
は
入
れ
な
い
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
晩
年
は
不
遇
で
、
彼
の
こ
と
を
ブ
ロ

イ
ス
可
日
本
史
」
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。

間
様
な
人
物
記
古
来
浄
一
通
雄
記
」
の
著
者
メ
ン
ヂ
ス
・
ぜ
ン

ト
が
い
る
。
野
教
蕗
人
と
し
て
成
功
し
た
彼
も
ま
た
資
産
を
な

げ
う
っ
て
一
五
五
六
年
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
金
し
、
イ
ン
ド

管
区
長
の
ヌ
ネ
ス
と
共
に
、
イ
ン
ド
副
王
の
使
館
と
し
て
日
本

に
や
っ
て
き
た
の
に
、
日
本
で
イ
エ
ズ
ス
会
を
脱
会
し
、
そ
の

後
「
通
壁
記
〕
を
記
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
点
に
は
な
に
も

触
れ
て
い
、
な
い
し
、
そ
の
後
の
行
動
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
記
銭

か
ら
は
抹
渚
さ
れ
て
い
る
。
『
東
洋
遍
歴
記
」
の
翻
訳
者
関
本

多
希
子
は
東
洋
文
庫
の
解
説
で
、
恐
ら
く
マ
ラ

l
ノ
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
の
ア
イ
レ
ス
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
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